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駐
日
留
学
生
監
督
処
監
督
「
周
憲
文
」
の
経
歴
│
│
そ
の
光
と
影

孫　
　
　

安　

石

一
．
資
料
調
査
の
こ
ぼ
れ
話
│
履
歴
書
を
探
す

　

日
中
関
係
史
研
究
の
重
要
な
一
部
を
な
す
中
国
人
留
学
生
の
活
動
に
つ
い
て
は
実
藤
恵
秀
、
阿
部
洋
両
氏
の
先
行
研
究
が
存
在

し
、
近
年
は
神
奈
川
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
新
た
な
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
資
料
の
面
で
も
留
学
生

監
督
処
が
発
行
し
た
『
官
報
』
や
『
日
華
学
報
』
の
復
刻
な
ど
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
日
本
で
は
外
務
省
外
交
史
料
館
が
所
蔵
す

る
中
国
人
留
学
生
に
関
連
す
る
戦
前
期
の
資
料
が
国
立
公
文
書
館
付
属
の
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（http://w

w
w
.jacar.

go.jp/

）
で
公
開
さ
れ
る
な
ど
、
清
末
か
ら
中
華
民
国
時
期
に
い
た
る
ま
で
の
中
国
人
留
学
生
史
、
日
中
関
係
史
研
究
の
た
め
の

資
料
状
況
は
整
い
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う）1
（

。

　

筆
者
も
こ
れ
ら
の
公
開
資
料
の
恩
恵
を
受
け
、
従
来
の
留
学
生
研
究
で
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
駐
日
留
学
生
監
督

処
の
運
営
状
況
の
一
部
を
解
明
す
る
論
考
を
準
備
中
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
な
か
な
か
手
間
の
か
か
る
こ
と
の
一
つ
が
、
留
学
生

個
人
の
経
歴
な
ど
を
確
認
す
る
作
業
が
あ
る
。
難
儀
な
作
業
で
は
あ
る
が
、
留
学
生
本
人
が
奨
学
金
を
申
請
す
る
過
程
で
作
成
し
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た
履
歴
書
が
日
本
の
外
務
省
記
録
に
含
ま
れ
て
い
る
場
合
や
、
留
学
生
監
督
処
が
実
施
し
た
中
国
人
留
学
生
の
在
籍
調
査
の
添
付

資
料
と
し
て
履
歴
書
が
存
在
す
る
場
合
な
ど
、
個
人
履
歴
の
詳
細
が
わ
か
る
資
料
に
出
会
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
出
会
い

は
研
究
者
に
と
っ
て
は
望
外
な
喜
び
に
な
る
。

　

留
学
生
監
督
処
の
関
連
資
料
を
収
集
す
る
な
か
で
、
知
り
合
い
の
研
究
者
か
ら
一
九
三
四
年
に
駐
日
留
学
生
監
督
を
務
め
た
周

憲
文
が
「
留
日
学
務
近
状
一
暼
」
と
い
う
一
文
を
『
教
育
雑
誌
』
第
二
四
巻
、
第
一
号
（
一
九
三
四
年
）
に
投
稿
し
て
い
る
事
実

を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
こ
の
周
憲
文
と
い
う
人
物
の
経
歴
に
つ
い
て
興
味
を
覚
え
た
）
2
（

。
同
記
事
に
よ
れ
ば
、
周
憲
文
は
「
か
つ
て

日
本
に
留
学
し
た
経
験
が
あ
る
が
、
今
回
の
赴
任
は
ま
だ
日
が
浅
く
、
現
状
が
把
握
で
き
て
い
な
い
。
今
後
日
本
各
地
の
留
学
生

関
連
業
務
を
視
察
す
る
計
画
が
あ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
中
国
人
留
学
生
の
登
録
作
業
が
や
っ
と
お
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と

前
置
き
し
な
が
ら
も
、
当
時
の
中
国
人
留
学
生
関
連
業
務
を
改
善
す
べ
き
方
向
と
し
て
、

　

（
1
）
日
本
の
実
情
に
合
わ
せ
留
学
規
定
を
改
定
す
る
こ
と
、

　

（
2
）
中
国
国
内
の
需
要
に
答
え
る
た
め
に
自
然
科
学
系
の
人
員
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
、

　

（
3
）
義
和
団
賠
償
金
を
利
用
し
た
東
方
文
化
事
業
の
予
算
執
行
を
中
国
が
主
体
に
な
り
実
施
す
る
こ
と
、

　

（
4
）
留
学
生
の
学
問
の
レ
ベ
ル
を
高
め
る
た
め
に
奨
励
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

　

（
5
）
中
国
国
内
が
必
要
と
す
る
人
材
と
留
学
生
の
需
要
を
調
整
す
る
こ
と
、

　

（
6
）
駐
日
留
学
生
監
督
処
が
そ
の
組
織
と
職
責
を
全
う
す
べ
き
あ
る
、

と
い
う
方
策
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
駐
日
留
学
生
監
督
処
も
、（
1
）
根
拠
の
な
い
こ
と
を
言
わ
な
い
、（
2
）
留
学
生

教
育
に
関
連
す
る
業
務
を
政
治
や
外
交
に
利
用
し
な
い
、
（
3
）
学
生
を
利
用
し
、
自
分
の
利
益
に
し
な
い
こ
と
、
を
約
束
す
べ
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き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
善
策
に
つ
い
て
、
本
人
は
来
日
し
て
日
が
浅
い
と
い
う
謙
虚
な
表
現
の
中
提
示
し
て
い

る
が
、
実
は
一
九
二
〇
年
代
以
降
、
中
国
人
留
学
生
関
連
業
務
が
繰
り
返
し
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
問
題
を
指
摘
し
て
お
り
、
注

目
に
値
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
周
憲
文
と
い
う
人
物
の
経
歴
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
一
つ
駐
日
留
学
生
監
督
処
の
名
称
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
駐
日
留
学
生
監
督
所
の
名
称
は
、
残
さ
れ
て
い
る
中
国
と

日
本
側
の
外
交
文
書
な
ど
に
見
ら
れ
る
公
印
や
便
箋
、
ま
た
文
章
で
は
中
華
民
国
「
駐
日
学
生
監
督
処
」
、
「
留
日
学
生
監
督
処
」、

「
駐
日
留
学
生
監
督
処
」
な
ど
が
混
在
し
て
い
る
。
制
度
・
組
織
上
の
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
中
国

の
教
育
部
檔
案
で
跡
づ
け
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
で
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
用
語
の
混
乱
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、

「
駐
日
留
学
生
監
督
処
」
と
い
う
名
称
を
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
資
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
カ
タ
カ
ナ
を
平
仮
名
に
、

旧
漢
字
を
新
漢
字
に
し
た
ほ
か
、
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。

二
．
人
名
辞
典
と
国
民
政
府
の
任
免
書
類
に
み
え
る
「
周
憲
文
」

　

中
国
の
人
名
を
調
べ
る
工
具
書
類
は
最
近
、
格
段
に
そ
の
記
述
が
正
確
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
民
国
時
期
の
人
物
を
調
べ

る
際
に
ま
ず
手
に
取
る
こ
と
の
多
い
『
民
国
人
物
大
辞
典
』
（
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
で
「
周
憲
文
」
を
見
て
み
よ

う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

　

「
周
憲
文
（
一
九
〇
七
〜
？
）。
浙
江
省
黄
厳
人
。
一
九
〇
七
年
生
ま
れ
。
一
九
三
一
年
日
本
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
で
学
ぶ
。

そ
の
後
、
中
華
書
局
の
編
集
を
担
当
。
一
九
三
三
年
に
は
中
国
の
駐
日
本
留
学
生
監
督
を
命
じ
ら
れ
、
帰
国
後
は
国
立

南
大
学
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教
授
と
学
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
福
建
分
校
の
校
長
を
し
た
。
一
九
三
七
年
の
日
中
戦
争
勃
発
後
は
、
東
南
聯
合
大
学
準
備
委
員

会
の
副
主
任
を
担
当
し
た
）
3
（

」

と
書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
内
容
か
ら
、
日
本
留
学
の
経
験
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
七
年
に
増
補
改
訂
さ
れ
た
『
民
国
人
物
大
辞
典
』（
河
北
人
民
出
版
社
）
に
は
よ
り
詳
細
な
記
述
が
み
ら
れ

る
。

　

「
周
憲
文
（
一
九
〇
七
〜
一
九
八
九
）
。
十
七
歳
で
高
校
を
中
退
し
、
日
本
に
留
学
し
た
。
関
東
大
地
震
に
あ
っ
て
帰
国
し
、
上

海
同
文
書
院
に
入
学
し
た
。
一
九
二
八
年
に
同
文
書
院
か
ら
選
抜
さ
れ
、
日
本
京
都
帝
国
大
学
に
留
学
し
、
経
済
学
を
学
ん
だ
。

一
九
三
一
年
に
学
業
を
終
え
て
帰
国
、
中
華
書
局
を
創
建
し
た
陸
費
逵
の
招
き
に
応
じ
て
編
集
を
担
当
し
た
。
一
九
三
二
年
、
冬

に
は
銭
歌
川
等
と
半
月
刊
『
新
中
華
』
を
刊
行
す
る
こ
と
に
尽
力
し
た
。
一
九
三
四
年
に
は
中
国
駐
日
本
公
使
館
留
学
生
監
督
を

命
じ
ら
れ
た
が
、
翌
年
、
帰
国
し
国
立

南
大
学
の
経
済
学
教
授
兼
主
任
を
務
め
た
（
後
略
）
4
（

）
。
」
と
書
か
れ
て
い
る

　

生
没
年
と
上
海
の
東
亜
同
文
書
院
に
在
籍
し
て
い
た
と
い
う
新
し
い
情
報
が
加
わ
っ
た
他
、
戦
後
の
台
湾
で
の
活
躍
部
分
が
大

幅
に
補
強
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
台
湾
の
資
料
を
参
考
に
改
訂
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
）
5
（

。

　

さ
て
、
最
近
、
台
湾
の
国
史
館
で
複
写
し
た
教
育
部
関
連
の
資
料
を
い
よ
い
よ
整
理
す
る
必
要
が
あ
っ
て
フ
ァ
イ
ル
を
開
い
た

と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
「
周
憲
文
」
が
駐
日
留
学
生
監
督
に
任
命
さ
れ
た
時
の
履
歴
書
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
資
料
の
表
紙

に
は
「
駐
日
中
国
留
学
生
監
督
処
任
免
」
と
「
一
九
三
三
年
三
月
三
〇
日
起
│
一
九
三
八
年
三
月
二
〇
日
止
」
と
書
い
て
あ
り
、

そ
の
中
の
一
文
が
「
修
正
駐
日
留
学
生
監
督
処
組
織
大
綱
第
二
条
の
規
定
」
に
よ
り
前
任
の
駐
日
留
学
生
監
督
黄
霖
生
を
免
職
し

て
、「
周
憲
文
」
を
後
任
に
充
て
る
と
い
う
、
「
府
字　

第
三
〇
八
四
号
」
（
一
九
三
四
年
五
月
一
九
日
）
で
あ
っ
た
。
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こ
の
任
命
を
上
申
す
る
文
章
に
は
「
周
憲
文
」
の
履
歴
が
添
付
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
人
名
事
典
よ
り
も
詳
し
い
事
情
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
周
憲
文
は
、

　

「
東
亜
同
文
書
院
と
日
本
京
都
帝
国
大
学
を
卒
業
し
、
上
海
市
党

部
組
織
部
総
務
科
長
、
上
海
大
夏
大
学
の
教
授
、
上
海
特
別
市
党
部

文
芸
宣
伝
委
員
会
の
委
員
を
歴
任
し
た
。
そ
の
あ
と
、
中
華
書
局
の

社
会
科
学
主
任
編
集
を
へ
て
中
華
学
芸
社
編
集
部
主
任
、
新
中
華
雑

誌
の
主
編
を
担
当
し
た
。
著
書
と
し
て
経
済
学
本
質
論
、
経
済
学
目

的
論
、
康
載
爾
之
研
究
、
新
中
華
商
業
概
論
、
社
会
改
革
論
、
東
北

与
日
本
、
日
本
社
会
経
済
発
展
史
、
社
会
問
題
与
社
会
政
策
、
統
制

経
済
与
資
本
主
義
、
経
済
学
網
要
等
が
あ
る
」（
下
線
は
引
用
者
に

よ
る
も
の
）
6
（

、
）

　

こ
れ
に
よ
り
周
憲
文
が
日
本
留
学
か
ら
戻
っ
た
後
、
上
海
市
の
国

民
党
党
部
の
組
織
部
で
仕
事
し
た
経
歴
を
持
ち
、
そ
の
因
縁
で
駐
日

留
学
生
監
督
と
い
う
公
職
に
就
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
謎
が

一
つ
解
け
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
個
人
の
履
歴
書
の
多
く
は
、

人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
を
前
提
に
つ
く
ら
れ
る
も
の
な
の
で
、
そ
の

【図 1】「駐日中国留学生監督処任免」（台湾、国史館、檔案号：任 01・8
（3）の表紙と周憲文の履歴書、一九三三年三月三〇日起─一九三八年三月
二〇日止」
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人
物
が
も
つ
影
の
部
分
が
表
に
出
る
こ
と
は
な
い
。
果
た
し
て
、
周
憲
文
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
影
の
部
分
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

三
．
日
本
の
外
務
省
外
交
史
料
館
の
資
料
の
中
の
「
周
憲
文
」

　

周
憲
文
が
駐
日
留
学
生
監
督
に
就
任
す
る
前
後
の
経
歴
は
以
上
で
一
部
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
日
本
の
外
務
省
外
交
史
料
館

の
資
料
で
は
、
日
本
留
学
を
終
え
、
上
海
市
の
仕
事
に
従
事
し
た
の
ち
、
明
確
な
展
望
を
も
っ
て
中
国
人
留
学
生
問
題
に
対
し
て

解
決
策
を
提
示
す
る
周
憲
文
と
は
ま
た
違
う
一
面
が
垣
間
見
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
日
本
の
外
務
省
が
所
蔵
す
る
資
料
の
「
周
憲
文
登
場
並
其
三
個
走
狗
」
（
一
九
三
四
年
六
月
一
一
日
）
に
よ
れ
ば
、

周
憲
文
は
留
学
生
監
督
と
し
て
就
任
後
、
留
学
生
の
選
定
と
経
費
の
問
題
で
、
幾
つ
か
の
疑
惑
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
周
憲
文
は
、（
1
）
同
じ
浙
江
省
出
身
の
留
学
生
で
あ
っ
た
駱
美
中
が
国
民
党
東
京
支
部
の
常
務

委
員
名
義
で
、
妻
の
学
籍
を
偽
造
し
、
公
費
の
留
学
生
選
抜
費
と
党
費
を
詐
取
し
た
疑
惑
、（
2
）
湖
北
省
籍
の
張
国
和
が
自
分

の
出
身
省
で
は
な
い
新
疆
省
枠
の
義
和
団
賠
償
金
を
受
け
と
っ
た
と
い
う
横
領
の
疑
惑
、
（
3
）
時
光
雑
誌
の
創
刊
を
名
目
に
詐

欺
行
為
を
繰
り
返
す
楊
世
賢
と
手
を
組
ん
だ
と
い
う
三
つ
の
疑
惑
に
か
か
わ
っ
た
「
黒
幕
」
と
し
て
、
「
中
華
留
日
学
生
主
持
正

義
同
人
」
の
告
発
を
受
け
て
い
た
）
7
（

。

　

留
学
生
ら
に
よ
る
周
へ
の
告
発
と
抗
議
は
こ
の
一
回
に
留
ま
ら
ず
、
三
か
月
後
に
は
、
「
駆
周
委
員
会
告
同
学
書
」
と
い
う
抗

議
文
が
外
務
省
の
東
方
文
化
事
業
部
に
ま
で
届
け
ら
れ
る
事
件
へ
と
発
展
し
た
。

　

こ
の
「
駆
周
委
員
会
告
同
学
書
」
に
よ
れ
ば
、
周
憲
文
は
、
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（
1
）
現
在
、
学
生
と
し
て
在
籍
し
て
い
る
人
を
職
員
と
し
て
採
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
を
無
視
し
、
法
政
大
学
の
留

学
生
宋
崇
文
を
留
学
生
監
督
処
の
総
務
科
長
と
し
て
任
命
し
た
こ
と
、

（
2
）
勤
務
時
間
を
守
ら
ず
、
遅
刻
と
早
退
を
繰
り
返
し
、
一
か
月
の
半
分
ほ
ど
し
か
業
務
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
、

（
3
）
日
本
の
各
大
学
が
設
け
て
い
る
高
等
専
攻
科
、
ま
た
は
研
究
科
を
卒
業
し
た
中
国
の
学
生
が
帰
国
後
、
官
僚
、
学
者
と
し

て
大
い
に
活
躍
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
れ
ら
の
科
を
卒
業
し
た
留
学
生
の
身
分
を

認
め
な
い
こ
と
、

（
4
）
前
任
者
の
留
学
生
監
督
黄
霖
生
が
認
め

て
い
た
東
京
の
華
僑
学
校
に
対
す
る
経
費
補

助
が
、
周
憲
文
の
代
に
至
っ
て
中
止
に
な
っ

た
こ
と
、

（
5
）
一
九
三
四
年
六
月
に
上
野
東
京
府
美
術

館
で
開
催
さ
れ
た
「
留
日
中
華
学
生
美
術
展

覧
会
」
の
会
場
で
発
生
し
た
留
学
生
薛
瀛
生

に
よ
る
「
暴
力
事
件
」
に
対
し
て
、
周
憲
文

が
司
法
上
の
判
断
（
刑
法
、
民
法
）
を
仰
が

ず
、
年
齢
が
若
い
学
生
で
あ
る
こ
と
を
理
由

【図 2】「周憲文登場並其三個走狗」（日本外務省外交史料館、
「監督周憲文排斥ニ関スル件」、アジア歴史資料センター、【レ
ファレンスコード】B05015574100より。
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に
単
に
除
籍
と
帰
国
措
置
を
探
る
に
留
め
た
こ
と
、

な
ど
の
合
計
一
〇
箇
条
の
「
罪
状
」
を
列
挙
し
、
「
国
家

の
体
面
」
を
維
持
す
る
た
め
に
教
育
部
、
監
察
院

そ
の
他
の
主
管
機
関
が
速
や
か
に
留
学
生
監
督
周
憲
文
を

罷
免
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
）
8
（

。

　

こ
こ
で
説
明
を
要
す
る
の
は
一
九
三
四
年
六
月
に
発
生

し
た
留
学
生
の
薛
瀛
生
に
よ
る
「
暴
力
事
件
」
で
あ
ろ
う
。

こ
の
暴
力
事
件
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
四
年
九
月
一
七
日
、

警
視
総
監
藤
沼
庄
平
が
内
務
大
臣
と
各
府
県
の
知
事
宛
て

に
送
っ
た
報
告
書
が
そ
の
詳
細
を
伝
え
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
野
東
京
府
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た

「
留
日
中
華
学
生
美
術
展
覧
会
」
の
会
場
に
お
い
て
入
選

画
の
陳
列
を
め
ぐ
っ
て
東
京
美
術
学
校
生
の
薛
文
卿
（
引

用
者
注
：
日
本
側
が
記
載
す
る
名
前
）
が
同
展
覧
会
籌
備
委
員
の
王
文
溥
に
暴
行
を
加
え
る
事
件
が
発
生
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
留

学
生
監
督
の
周
憲
文
は
本
国
の
教
育
部
に
指
示
を
仰
ぎ
、
加
害
者
の
薛
文
卿
に
対
し
て
訓
戒
の
処
分
を
下
す
に
留
め
た
た
め
、
被

害
者
王
文
溥
と
展
覧
会
籌
備
委
員
会
な
ど
が
加
害
者
に
対
す
る
よ
り
厳
し
い
処
罰
を
求
め
た
こ
と
か
ら
、
留
学
生
監
督
周
憲
文
の

辞
職
を
求
め
る
「
不
信
任
運
動
」
が
展
開
さ
れ
た
と
い
う
）
9
（

。 【図 3】「駆周委員会告同学書」（日本外務省外交史料館、「監督
周憲文排斥ニ関スル件」一九三四年九月六日、アジア歴史資料
センター、【レファレンスコード】B05015574100
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こ
の
周
憲
文
に
対
す
る
不
信
任
運
動
は
そ
の
後
も
な
か
な
か
収
ま
ら
ず
、
一
一
月
に
入
っ
て
か
ら
被
害
者
の
王
文
溥
が
仲
間
を

糾
合
し
、
周
憲
文
追
放
を
主
張
す
る
ビ
ラ
を
作
成
し
た
の
が
、
上
記
の
「
駆
周
委
員
会
告
同
学
書
」
で
あ
っ
た
。
日
本
の
警
視
庁

の
調
査
（
一
九
三
四
年
一
一
月
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ビ
ラ
は
、
本
郷
区
根
津
の
西
須
賀
町
九
六
の
森
印
刷
所
で
一
千
部
が
印
刷
さ

れ
、
約
一
〇
〇
部
が
中
央
党
部
、
国
民
政
府
教
育
部
、
各
省
教
育
庁
、
各
省
大
学
専
門
学
校
、
各
新
聞
社
宛
て
発
送
さ
れ
、
残
り

の
九
〇
〇
部
は
日
本
国
内
各
地
の
留
日
同
学
会
、
各
省
留
日
同
郷
会
に
発
送
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
事
件
は
い
よ
い
よ
日
本
国
内
を
越
え
、
中
国
上
海
に
ま
で
飛
び
火
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
上
海
総
領
事
の
石

射
猪
太
郎
が
一
九
三
四
年
一
二
月
一
一
日
に
外
務
大
臣
広
田
弘
毅
に
送
っ
た
「
機
密
第
一
四
一
二
号
」
の
「
中
国
留
日
学
生
監
督

に
対
す
る
反
対
宣
伝
に
関
す
る
件
」
で
は
、
上
海
で
の
動
き
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

「（
留
日
学
生
駆
周
委
員
会
と
い
う
団
体
組
織
は
）「
駆
周
委
員
会
の
同
学
に
告
く
る
書
」
と
題
す
る
別
添
訳
文
の
如
き
宣
伝
文
を

当
地
各
中
国
新
聞
社
及
公
共
機
関
等
相
当
多
方
面
に
郵
送
し
た
る
模
様
な
り
（
但
し
当
地
新
聞
中
之
を
掲
載
せ
る
は
一
、
二
の
小

新
聞
の
み
に
留
ま
れ
り
）。
而
し
て
其
の
内
容
は
周
憲
文
の
罪
状
な
る
も
の
十
箇
条
を
掲
げ
て
彼
の
免
職
懲
戒
せ
ら
る
べ
き
所
以

（
後
略
）」
で
あ
る
と
す
る
。

　

そ
し
て
、
同
報
告
は
、
今
回
の
周
憲
文
の
不
信
任
運
動
は
、「
単
に
留
日
学
生
の
み
の
発
動
に
依
り
て
起
れ
る
も
の
に
非
ず
し

て
其
の
背
後
に
は
何
人
か
周
の
地
位
を
奪
ひ
て
之
に
代
わ
ら
ん
と
欲
す
る
者
の
策
動
あ
り
た
る
結
果
な
ら
む
と
の
趣
な
り
」
と
い

っ
て
、
今
回
の
運
動
が
あ
る
種
の
政
治
や
権
力
闘
争
と
い
う
背
景
に
絡
ん
で
い
る
と
も
指
摘
し
て
い
る
）
10
（

。

　

以
上
、
駐
日
留
学
生
監
督
処
監
督
「
周
憲
文
」
の
経
歴
を
調
べ
て
い
く
途
中
で
見
る
こ
と
に
な
っ
た
大
陸
側
の
人
名
事
典
、
台
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湾
側
の
教
育
部
関
連
の
公
文
書
、
日
本
側
の
外
務
省
外
交
史
料
館
の
外
交
記
録
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
。
歴
史
資
料

の
中
に
相
反
す
る
内
容
の
資
料
が
混
在
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
話
で
、
留
日
学
生
監
督
の
周
憲
文
の
ケ
ー
ス
も
、
あ
り
ふ
れ
た
歴

史
の
事
象
の
一
つ
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
と
の
真
相
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
も
ま
た
、
歴
史
の
研
究
に
関
わ
る
者
の
喜
び

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
い
。
周
憲
文
に
関
連
す
る
日
本
側
の
外
交
文
書
は
、
合
計
で
約
三
〇
件
あ
る
と
の
こ
と
だ
か
ら
、

そ
の
他
の
フ
ァ
イ
ル
に
も
、
「
周
憲
文
」
不
信
任
事
件
の
真
相
に
迫
る
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
、
中
華
民

国
教
育
部
の
公
文
書
に
も
時
の
真
相
を
う
か
が
え
る
資
料
が
現
存
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
ら
ま
た

次
に
報
告
し
た
い
。

注
（
1
）　

近
年
の
資
料
状
況
に
つ
い
て
は
、
大
里
浩
秋
・
孫
安
石
編
『
留
学
生
派
遣
か
ら
見
た
近
代
日
中
関
係
史
』
（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
所
収
の
各
論
文
を
参
照
。

（
2
）　

『
教
育
雑
誌
』
第
二
四
巻
、
第
一
号
（
一
九
三
四
年
）、
一
七
三
頁
を
参
照
。

（
3
）　

徐
友
春
主
編
『
民
国
人
物
大
辞
典
』（
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
の
五
三
七
を
参
照
。

（
4
）　

徐
友
春
主
編
『
民
国
人
物
大
辞
典
』（
河
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
の
九
四
一
を
参
照
。

（
5
）　

台
湾
側
の
周
憲
文
関
連
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
頼
建
誠
「
台
湾
研
究
文
献
的
重
生
者
：
周
憲
文
先
生
」（h

ttp
://b
log
.y
lib
.com

/lai/A
rch
iv
es/2008/04/11/5852

を

参
照
。

（
6
）　

「
駐
日
中
国
留
学
生
監
督
処
任
免
」（
台
湾
、
国
史
館
、
檔
案
号
：
任
〇
一
・
八
（
三
）
の
資
料
を
参
考
。

（
7
）　

（
8
）
（
9
）
（
10
）
日
本
外
務
省
外
交
史
料
館
、「
監
督
周
憲
文
排
斥
ニ
関
ス
ル
件
」
一
九
三
四
年
九
月
六
日
、
駐
日
留
学
生
監
督
所
関
係
雑
件

第
三
巻
、
ア
ジ
ア
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー
、【
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド
】B

05015574100

を
参
照
。
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本
稿
完
成
後
、「
中
華
民
国
留
日
学
生
監
督
処
の
研
究
│
一
九
一
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
を
中
心
に
」（
大
里
浩
秋
・
孫
安
石
編
『
近
現
代
中
国
人
日
本
留
学
生
の

諸
相
│
「
管
理
」
と
「
交
流
」
を
中
心
に
』、
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
を
発
表
し
た
。
中
華
民
国
時
期
の
留
日
学
生
監
督
処
の
組
織
と
業
務
、
そ
し
て
、

日
本
外
務
省
と
の
関
係
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
を
論
じ
た
論
考
で
あ
る
の
で
、
併
せ
て
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。


